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研究目的 

本研究は、ビッグデータを多数の計算機で並列処理する Hadoop タスクスケジューリング

の性能向上に関するものである。現行の Hadoop は、計算機の負荷状態だけを見てタスク

割り当てを行い、計算機間のデータ転送に伴う網の過負荷を意識しないため、網輻輳が発

生するとジョブ処理性能が低下することが報告されているが、詳細は明確になっていない。

そこで、網状態を意識したスケジューリング方式を開発し、実機およびクラウドで構成す

る実験網で方式評価を行う。 

研究成果 

7台の計算機からなる実機の実験網と、Amazon EC2を用いた 20台 (及び 50台)の仮想マ

シンからなるクラウドの実験網を構築して Hadoop を実装し、そこに複数のジョブを投入

して、データ転送によってジョブ処理性能が低下する現象を確認した。その実験データを

分析することにより、性能低下のメカニズムを解明すると共に、それを防止する制御方式

を考案し、実験網に実装して評価を行った。さらに、より大規模網での評価を可能とする

ために、NS3（NetworkSimulator-3）を用いた Hadoop動作解析シミュレータを開発した。

これらを論文にまとめ、国内研究会および国際会議に投稿し発表を行った。 
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